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質
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
六
五
た
〇
は
じ
め
に
一
中
国
は
近
代
に
至
り
、
列
強
に
よ
る
文
物
の
略
奪
を
う
け
た
が
、
他
方
で
は
特
に
辛
亥
革
命
に
よ
る
清
朝
崩
壊
後
、
清
室
蔵
品
・
各
親
王
家
蔵
品
等
を
始
め
と
す
る
膨
大
且
つ
一
級
の
文
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、政
治
的
混
乱
と
経
済
的
困
窮
に
よ
っ
て
散
逸
し
、さ
ら
に
古
美
術
商
の
手
を
経
て
海
外
へ
と
流
出
し
た
。
こ
う
し
た
辛
亥
期
を
中
心
と
す
る
文
物
の
流
出
と
は
、
文
物
を
創
造
な
い
し
蒐
集
し
た
主
体
で
あ
る
王
朝
体
制
そ
の
も
の
の
崩
壊
に
と
も
な
う
不
可
選
の
現
象
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
帝
国
の
没
落
を
象
徴
し
た
。
そ
し
て
流
出
し
た
文
物
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
旧
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
た
近
代
欧
米
及
び
日
本
以
外
で
は
な
か
っ
冨
田
昇
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
と
日
本
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
の
移
動
史
と
は
、
こ
う
し
た
崩
壊
し
た
旧
秩
序
の
側
と
滅
ぼ
し
た
近
代
列
強
と
の
間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
美
を
巡
つ
て
の
杜
大
な
「売
り
立
て
」
の
記
録
の
探
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
通
し
て
王
朝
体
制
終
潟
の
も
た
ら
し
た
文
化
的
側
面
に
お
け
る
波
紋
と
そ
れ
を
受
け
止
め
た
例
え
ば
日
本
と
の
文
化
交
流
史
に
お
け
る
深
層
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
辛
亥
期
を
中
心
と
す
る
日
中
交
流
史
研
究
は
、
革
命
思
想
や
運
動
の
形
成
に
お
い
て
日
本
人
の
果
た
し
た
人
的
・
思
想
的
役
割
の
解
明
に
主
眼
が
あ
り
、
既
に
一
定
の
蓄
演
が
あ
る
。
例
え
ば
近
年
の
研
究
で
は
、
中
国
人
が
典
拠
・
参
照
し
た
日
本
側
文
献
が
解
明
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
詳
細
な
実
証
的
段
階
に
至
つ
た
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「物
」
の
（
文
化
）
交
流
史
と
な
る
と
、
殆
ど
白
紙
で
あ
る
。
（
l
）
確
か
に
、
例
え
ば
中
国
陶
磁
史
か
ら
は
、
小
山
冨
士
夫
に
よ
る
中
国
古
陶
磁
の
日
本
流
入
に
つ
い
て
の
概
説
が
あ
る
が
、
簡
略
（2
）
な
通
史
で
あ
る
し
、
ま
た
古
美
術
商
広
田
不
弧
斎
や
原
田
悟
郎
の
回
想
録
は
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
富
み
有
益
だ
が
、
な
ぉ
l
3
）
資
料
と
し
て
は
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
往
時
の
骨
董
雑
誌
の
関
連
記
事
や
近
年
の
山
中
商
会
に
っ
い
て
の
美
術
評
論
な
ど
の
よ
う
に
、
一
般
に
好
事
家
的
趣
味
性
が
濃
厚
に
過
ぎ
た
り
、
詳
細
な
実
証
的
文
献
的
裏
付
け
を
欠
く
憾
み
が
あ
る
。
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
や
中
国
陶
磁
史
な
ど
か
ら
も
な
ぉ
十
分
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
・
小
論
は
、
こ
う
し
た
古
美
術
研
究
の
現
状
を
も
批
判
的
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
中
近
代
交
流
史
研
究
に
お
け
る
「物
」
の
交
流
史
の
空
白
を
う
め
る
べ
く
、
辛
亥
期
を
中
心
と
す
る
文
物
の
流
出
と
日
本
へ
の
流
入
に
注
目
し
、
こ
の
テ
ー
マ
を
以
下
の
よ
う
な
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六
七
方
法
で
可
能
な
限
り
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
態
を
究
明
し
た
い
。
即
ち
、
略
奪
を
除
く
文
物
の
移
動
を
古
美
術
商
の
介
在
す
る
一
種
の
貿
易
行
為
の
結
果
と
み
な
し
、文
物
を
貿
易
品
日
と
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
で
、そ
の
数
量
的
統
計
化
を
図
る
。同
時
に
、
新
聞
雑
誌
記
事
・
骨
董
関
連
資
料
・
回
想
記
な
ど
に
よ
り
、
清
朝
崩
壊
に
伴
う
文
物
流
出
の
経
薄
と
背
景
を
考
察
し
、
更
に
実
例
に
即
し
て
流
出
の
多
様
な
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
日
本
人
骨
-if
商
の
動
向
に
注
目
し
、
特
に
山
中
商
会
を
中
心
と
す
る
当
時
の
古
美
術
販
売
展
観
日
録
等
に
よ
り
、
文
物
流
入
の
状
況
及
び
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
分
類
を
試
み
る
。
最
後
に
現
在
の
著
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
来
歴
の
明
ら
か
な
戦
前
蒐
収
の
名
品
を
中
心
に
リ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
の
か
、
現
在
に
至
る
文
物
の
流
転
を
振
り
返
る
。
以
上
の
作
業
を
経
て
、
辛
亥
期
を
中
心
と
す
る
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
の
流
出
と
日
本
へ
の
流
入
を
、
数
量
的
に
も
内
容
的
に
も
か
な
り
実
証
的
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
、
例
え
ば
中
国
古
陶
磁
の
流
入
が
、
当
時
の
茶
道
中
心
の
古
美
術
観
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
所
謂
鑑
一
質
陶
磁
の
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
の
か
、
こ
う
し
た
文
物
移
動
の
も
た
ら
し
た
美
術
的
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
、
い
さ
さ
か
考
察
を
加
え
た
い
。
な
ぉ
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
貿
易
資
料
を
通
し
て
文
物
の
流
出
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
、
次
稿
に
お
い
て
は
日
本
人
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
し
て
文
物
流
出
の
背
景
と
実
態
を
さ
ぐ
り
、
以
下
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
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清
室
旧
蔵
文
物
の
概
要
と
流
転
本
章
で
は
、
辛
亥
革
命
前
、
清
室
に
歴
代
皇
帝
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
た
文
物
の
概
要
と
、
そ
れ
ら
が
辛
亥
革
命
後
か
ら
台
北
故
宮
博
物
院
文
物
と
し
て
収
蔵
さ
れ
る
間
の
移
動
経
緯
及
び
散
逸
の
状
況
を
、
ご
く
簡
略
に
追
つ
て
お
く
。
そ
れ
は
紫
禁
城
旧
蔵
品
の
移
動
・
流
出
こ
そ
、
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
を
象
徴
し
、
こ
の
間
題
を
究
明
す
る
う
え
で
か
っ
こ
う
の
導
入
に
な
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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〈
書
画
）
清
朝
御
物
の
書
画
日
録
に
は
、
乾
隆
期
を
中
心
に
し
て
三
次
に
互
つ
て
編
纂
さ
れ
た
宗
教
画
の
リ
ス
ト
「秘
殿
珠
林
」
（初
編
・
重
編
・
三
編
）
と
一
般
書
画
の
リ
ス
ト
「石
渠
宝
笈
」
（初
編
・
重
編
・
三
編
）
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
蔵
品
を
書
画
の
置
か
れ
て
い
た
宮
殿
ご
と
に
分
類
し
、
か
つ
時
代
順
に
配
列
し
て
い
る
。
こ
の
両
目
録
に
よ
り
、
乾
隆
初
期
に
い
た
る
歴
代
収
蔵
状
況
（各
初
編
）
や
乾
隆
期
に
お
け
る
蒐
集
状
況
（
各
重
編
）
が
窺
え
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両
目
録
に
著
録
さ
れ
た
膨
大
な
作
品
群
が
、
清
室
旧
蔵
書
画
類
の
骨
子
を
成
し
て
い
る
。
な
ぉ
、
そ
れ
ら
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
六
九
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
爾
後
の
収
集
品
や
盛
京
・
熱
河
行
宮
旧
蔵
品
が
加
増
分
と
し
て
あ
り
、
逆
に
建
福
宮
一
帯
の
火
災
（一
九
（4
）
二
三
）
に
よ
る
千
点
を
こ
え
る
消
失
や
、
周
知
の
ご
と
く
廃
帝
薄
儀
が
一
九
二
四
年
に
宮
城
退
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
間
、
弟
薄
一5
）
傑
に
下
賜
す
る
と
の
名
目
で
、
千
三
百
点
に
の
ぼ
る
書
画
類
を
城
外
に
密
か
に
持
ち
出
さ
せ
る
な
ど
、
か
な
り
の
出
入
り
も
あ
っ
た
。こ
う
し
た
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
二
千
点
に
近
い
唐
宋
元
書
画
類
と
二
千
点
前
後
の
明
代
書
画
類
を
含
む
巨
大
な
清
朝
書
画
コ
（6
）
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
一
九
三
三
年
故
宮
文
物
を
南
遷
す
る
際
に
も
、
荘
厳
氏
に
よ
れ
ば
八
、
八
五
二
点
に
及
ぶ
書
画
類
が
（
7
）
（
8
）
搬
送
さ
れ
た
と
言
う
。
な
ぉ
台
北
故
宮
博
物
院
登
記
組
組
長
余
城
氏
の
近
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
現
在
同
博
物
院
に
は
新
収
增
加
分
以
外
に
、
南
京
の
旧
中
央
博
物
院
所
蔵
四
七
七
点
及
び
旧
故
宮
博
物
院
所
蔵
五
、
五
二
・一
，点
の
書
画
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
結
局
南
遷
さ
れ
た
故
宮
旧
蔵
書
画
類
九
、
〇
〇
〇
点
弱
の
う
ち
三
、
三
〇
〇
点
程
が
、
本
土
に
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
（因
に
、
旧
中
央
博
物
院
は
、
盛
京
・
熱
河
行
宮
旧
蔵
品
を
主
体
に
し
て
紫
禁
城
内
に
成
立
し
た
古
物
陳
列
所
収
蔵
品
（
後
述
）
（9
）
の
う
ち
、
故
宮
文
物
と
共
に
一
九
三
三
年
に
南
遷
さ
せ
た
一
一
万
点
余
に
の
ぼ
る
文
物
を
、
・
抗
日
戦
勝
利
後
に
接
収
し
て
い
る
。言
い
換
え
れ
ば
、
現
台
北
故
宮
は
、
旧
故
宮
蔵
品
及
び
盛
京
・
熱
河
行
宮
旧
蔵
品
（
古
物
陳
列
所
か
ら
後
中
央
博
物
院
に
一一用一， i一一一）
よ
り
成
り
立
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
新
収
増
加
分
を
除
く
）
。）
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（図
書
）
清
室
所
蔵
の
宋
元
明
善
本
書
は
、
昭
仁
殿
に
収
蔵
さ
れ
、
乾
隆
初
期
に
は
そ
の
目
録
「天
禄
琳
環
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
嘉
慶
初
期
の
火
災
に
よ
っ
て
多
く
を
消
失
、
そ
の
後
収
集
し
た
分
を
含
め
て
改
め
て
「天
禄
琳
琅
続
編
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
に
は
宋
版
二
百
三
十
部
あ
ま
り
が
著
録
さ
れ
て
い
た
。
（
l0
）
現
在
台
北
故
宮
に
な
ぉ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
前
掲
続
編
著
録
の
宋
版
は
六
十
部
あ
ま
り
に
止
ま
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
多
量
の
散
逸
（
11
）
も
、
書
画
の
場
合
と
同
じ
く
、
薄
儀
が
薄
傑
に
下
賜
す
る
と
の
名
目
で
、
宋
版
二
百
部
ほ
ど
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
る
。
（銅
器
等
）
書
画
・
刊
本
を
の
ぞ
き
、
古
器
物
で
所
蔵
日
録
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
古
銅
器
と
硯
の
み
で
あ
る
。
清
室
旧
蔵
の
銅
器
の
目
録
に
は
、
「西
清
古
鑑
」
「寧
寿
鑑
古
」
『
西
清
続
鑑
』
（甲
乙
二
編
）
の
三
著
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
乾
隆
期
の
リ
ス
ト
で
四
千
点
あ
ま
り
が
著
録
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
な
ぉ
先
の
荘
厳
氏
．に
よ
れ
ば
、
銅
器
五
七
二
点
・
銅
鏡
五
'
一
七
点
・
銅
印
一
六
四
六
点
、
計
二
、
七
三
五
点
の
故
宮
旧
蔵
品
が
南
遷
さ
れ
た
と
い
い
、
ま
た
前
引
余
城
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
台
北
故
宮
に
は
、
新
出
土
の
も
の
を
除
き
、
中
央
博
物
院
旧
蔵
品
二
、
七
一
六
点
、
故
宮
旧
蔵
品
二
、
三
九
三
点
の
古
銅
器
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
南
遷
さ
れ
た
故
宮
旧
蔵
銅
器
類
の
内
、
三
四
〇
点
程
が
本
土
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
乾
隆
後
期
ま
で
に
内
府
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
二
百
程
の
硯
の
総
目
録
に
『
西
清
硯
譜
」
が
あ
る
。
- 6
（陶
磁
）
陶
磁
器
に
関
し
て
は
、
日
録
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
清
朝
旧
蔵
品
の
総
量
や
種
類
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
は
台
北
故
宮
に
移
さ
一12
）
れ
た
も
の
に
限
つ
て
、
そ
の
数
量
や
種
類
を
示
し
、
清
室
旧
蔵
の
状
況
を
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
。
譚
旦
間
氏
に
よ
れ
ば
、
所
蔵
総
数
二
三
、
七
八
〇
点
と
さ
れ
、
そ
の
内
清
朝
官
一器
品
が
当
然
最
多
で
一
万
数
千
点
、
明
磁
は
六
、
七
四
四
点
（官
窯
品
五
、
四
四
七
点
、
そ
の
他
一
、
二
九
七
点
）
、
従
つ
て
明
清
合
計
で
二
万
点
前
後
に
の
ぼ
ろ
う
。
残
り
が
千
五
百
点
程
と
さ
れ
る
宋
元
磁
、
及
び
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。因
に
、
中
国
陶
磁
史
の
二
つ
の
頂
点
を
示
す
宋
官
察
と
清
朝
職
那
彩
磁
は
、
前
者
が
二
一
七
点
、後
（l3
）
'
者
が
四
〇
〇
点
以
上
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
な
ぉ
先
の
荘
厳
氏
に
よ
れ
ば
、
南
選
さ
れ
た
故
宮
旧
蔵
磁
器
類
は
二
七
、
八
七
〇
点
と
さ
れ
、
ま
た
前
引
余
城
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
中
央
博
物
院
旧
蔵
品
が
五
、
九
〇
六
点
、
故
富
旧
蔵
品
が
一
八
、
〇
〇
七
点
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
結
局
南
遷
さ
れ
た
故
宮
旧
蔵
陶
磁
器
類
の
内
、
一
万
点
弱
が
本
土
に
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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【文
物
移
動
】
以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
、
清
朝
文
物
は
特
に
乾
隆
皇
帝
の
大
蒐
集
を
通
じ
て
膨
大
な
量
に
達
し
て
い
た
。
そ
れ
が
辛
亥
革
命
後
程
な
く
、
内
務
部
の
管
轄
で
旧
外
朝
部
特
に
文
華
殿
・
武
英
殿
等
を
基
幹
に
し
て
「古
物
陳
列
所
」
が
開
設
さ
れ
た
が
（
一
九
（14
）
一
四
）
、
そ
の
展
示
品
は
む
し
ろ
革
命
後
に
移
送
さ
れ
た
盛
京
及
び
熱
河
行
宮
の
旧
蔵
品
が
主
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
教
育
部
の
所
管
で
午
門
楼
上
に
「歴
史
博
物
館
」
も
開
設
さ
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
鉅
鹿
発
掘
品
等
の
学
術
資
料
を
中
心
に
し
て
展
観
さ
れ
て
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
七
お
り
、
清
室
旧
蔵
品
と
は
直
接
関
係
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
二
四
年
冬
、
国
民
軍
総
司
令
憑
玉
祥
の
実
力
に
よ
る
宣
統
帝
の
宮
中
退
去
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
を
機
に
清
室
善
後
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
清
室
私
産
と
さ
れ
て
い
た
内
廷
所
在
の
文
物
を
接
収
し
、
そ
の
管
理
・
調
査
に
（15
）
あ
た
っ
た
が
、
翌
年
に
は
数
万
点
に
の
ぼ
る
文
物
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
「故
宮
物
品
点
査
報
告
』
を
公
表
し
、
あ
ゎ
せ
て
同
年
双
十
節
を
期
し
て
旧
内
廷
に
「故
宮
博
物
院
」
を
公
開
し
、
こ
こ
に
清
朝
文
物
の
精
華
が
展
覧
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
満
州
事
変
を
契
機
に
、
文
物
の
南
遷
が
決
せ
ら
れ
、
一
九
三
三
年
二
月
に
は
そ
の
第
一
回
の
発
送
を
終
え
、
同
年
五
（
l6
）
月
に
至
る
都
合
五
回
、
古
物
陳
列
所
の
蔵
品
を
も
含
め
総
計
二
万
箱
ほ
ど
に
厳
重
に
梱
包
さ
れ
た
文
物
が
、
ひ
と
ま
ず
上
海
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
三
年
を
経
て
南
京
に
、
更
に
そ
の
翌
年
一
九
三
七
年
以
後
、
南
遷
文
物
の
八
割
程
が
四
川
・
貴
州
に
戦
禍
を
さ
け
て
疎
開
し
、
漸
く
戦
勝
後
一
九
四
七
年
基
れ
に
一
〇
年
の
歳
月
を
隔
て
て
全
て
南
京
に
集
結
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
内
戦
の
帰
趨
が
決
す
る
や
、
一
九
四
八
年
十
二
月
よ
り
三
次
に
わ
た
り
南
遷
文
物
の
精
華
、
数
量
に
し
て
全
体
の
六
分
の
一
ほ
ど
に
当
た
る
三
千
箱
弱
の
文
物
が
海
峡
を
超
え
、
遂
に
台
湾
へ
と
至
る
。
残
余
は
、
故
宮
博
物
院
南
京
分
院
に
暫
し
留
め
ら
れ
、
後
に
大
部
分
が
北
京
故
宮
に
回
送
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
近
代
以
降
、
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
観
の
あ
る
清
朝
文
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
清
室
自
体
が
そ
れ
ら
文
物
を
銀
行
か
ら
の
借
入
の
担
保
に
当
て
た
り
、
ま
た
皇
帝
を
始
め
と
す
る
皇
族
、
高
官
・
宣
官
ら
が
不
正
に
持
ち
だ
す
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
憑
玉
祥
、
張
作
一
採
ら
軍
閥
に
よ
る
私
物
化
の
噂
、
果
て
は
故
宮
博
物
院
長
、
易
培
基
に
対
す
る
告
発
騒
ぎ
（
故
宮
舞
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東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
-09
号
七
弊
案
）
等
な
ど
、
清
朝
文
物
流
出
の
風
聞
は
、
ほ
と
ん
ど
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
更
に
こ
う
し
た
故
宮
蔵
品
に
限
ら
ず
、
辛
亥
後
困
璃
し
た
各
親
王
家
ら
が
、
家
伝
の
文
物
を
担
保
に
借
り
入
れ
を
起
こ
し
た
り
、
あ
る
い
は
直
接
売
却
し
た
。
ま
た
民
間
に
害
積
さ
れ
た
文
物
も
散
逸
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
次
稿
で
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
概
ね
以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
下
に
大
量
の
文
物
が
国
内
外
に
散
逸
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
直
接
的
契
機
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
辛
亥
革
命
に
よ
る
王
朝
体
制
の
崩
壊
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
本
稿
の
中
心
的
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
文
物
の
海
外
流
出
の
状
況
を
、
貿
易
資
料
を
通
し
て
検
討
し
、
そ
の
統
計
化
を
は
か
り
た
い
。
g _
第
二
章
貿
易
資
料
に
見
る
文
物
流
出
状
況
こ
れ
ま
で
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
の
海
外
流
出
状
況
が
、
数
量
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
我
が
国
の
大
蔵
省
が
明
治
以
来
公
刊
し
て
い
る
「日
本
外
国
貿
易
年
表
」
に
も
、
骨
-f
品
の
品
日
自
体
が
見
当
た
ら
ず
、
数
量
的
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
度
、
在
天
津
日
本
総
領
事
館
編
築
・
天
津
日
本
人
商
業
会
議
所
（後
、
天
津
日
本
商
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
七
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
一
情
報
第
109
号
七
四
（
l7
）
工
会
識
所
に
改
称
）
刊
行
の
大
正
二
年
よ
り
昭
和
十
年
に
至
る
「天
津
貿
易
（
統
計
）
年
報
」
及
び
在
天
津
日
本
総
領
事
館
報
告
（
18
）
（
l9
）
「重
要
支
那
品
輸
入
額
調
」
と
、
上
海
日
本
商
業
会
識
所
（
後
、
上
海
日
本
商
工
会
識
所
）
刊
行
の
一
九
一
六
年
～
一
九
三
一
年
の
「上
海
港
輸
出
入
貿
易
明
細
表
」、
更
に
東
京
商
工
会
識
所
刊
行
の
昭
和
二
年
度
か
ら
同
十
五
年
に
至
る
「支
那
外
国
貿
易
統
計
表
」
（後
、
支
那
を
中
華
民
国
、
更
に
中
華
民
国
及
満
洲
国
に
改
む
）
等
々
に
、
骨
一重
品
の
種
目
を
見
い
出
し
た
こ
と
で
、
概
ね
明
治
末
よ
り
昭
和
十
年
代
中
葉
に
至
る
同
品
日
の
統
計
化
が
よ
う
や
く
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
辛
亥
革
命
前
後
に
お
け
る
文
物
の
海
外
流
出
状
況
が
、
初
め
て
数
量
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
り
あ
え
ず
、
次
頁
に
天
津
・
上
海
の
骨
一重
品
輸
出
状
況
を
示
す
表
一-
l
1
、
お
よ
び
表
一-
l
2
を
掲
げ
る
。
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貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
七
五
表fイ)-l 天津・上海の骨近品輸出 (単位: 海関両)
天津 上海
天津・上海
合計
中国全体
総計
年度
輸移出高
(含再輸出)
【a】
外国輸出高
(含再輸出)
【b】
外国輸出高
(含再輸出)
【c】
外国輸出高
総計
【d】
外国輸出高
【e】
明治42年 226,493 24.187
43
44
270,164 14 .987
25427283,626
379,85645/大正元 54,996
2 531,234 50.541
3 257,200 51,126
4 151,323 64 .306
5 365,673 165,160 513,495
425.918
678,655
6 252 .247 87,433 513,351
7 83,934 28,829 77.9l9 106.748
8 224,905 20,166 457.27l 477.437
9 238 .103 41,933 653 .843 695,776
10 304,365 171,794 440,567 612.361
11 219.947 113.968 487,928 601,896
l 2 417,278 154 .926 723,328 878.254
13 360,687 123.404 961,946 1.085,350
14 261,659 143.866 945,664
1,142,759
1,089.530
15/昭和元 416,373 281.824 1.424,583 1,468 .242
2 5l3,558 325,456 1,139,l95 l.464,65l 1,534 .466
3 585,082 454,806 1.105,120 1,559 .926 1.606.530
4 585,540 467,598 950.125 1.417 .723 1,497,600
- 1i-
以下次買に統く)
5 320 .679 268,600 795,455 l,064,055 l , l68,6 l4
6 362 .315 687,529 1,049,844 1.298,110
7 220,777 752,396
8 (以一Fl銀元)364 .960
(以下,$銀)
1 .130,887
9 39l .590 1 .003,729
10 561.915 955,809
11 939,120
12 l,154,526
13 l,091,557
1 .676.98614
15 1,437.554
表lイ)-2 天津・上海の骨通品輸出
(単位 : 海 関 両 )
年度
天津,輸移出高
(含再輸出)
【f】
上海,輸移出高
(含再輸出)
【g】
天津・上海
輸移出高総計
【h】
昭 和 2 年
3
4
5
6
513.558
585,082
585,540
320,679
465.575
1,140,029
1,107.047
956,753
797,836
695,145
1,653 ,587
1,695. l29
1,542.293
1,118 .515
1,160,720
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
18
号
七
六
は
じ
め
に
、
表
一-
-
1
の
各
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
て
ぉ
く
。
【a
】
は
、
天
津
の
明
治
四
十
二
年
（一
九
〇
九
）
か
ら
昭
和
五
年
（一
九
三
〇
）
に
至
る
骨
-li
品
輸
移
出
高
（含
再
輸
出
）
。
【b
】
は
、
天
津
の
明
治
四
十
二
年
か
ら
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
至
る
同
直
接
（
外
国
）
輸
出
高
（
含
再
輸
出
）
。
〔
【a
】・
【b
】
と
も
「天
津
貿
易
（
統
計
）
年
報
」
及
び
「重
要
支
那
品
輸
入
額
調
」
に
よ
る
〕
【c
】
は
、
上
海
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
か
ら
昭
和
六
年
（一
九
三
一
）
に
至
る
骨
董
品
（直
接
）
外
国
輸
出
高
（
含
再
輸
出
）
。
〔
「上
海
港
輸
出
入
貿
易
明
細
表
」に
よ
る
〕
【d
】
は
、
前
項
の
【b
】
と
【c
】
の
和
で
得
ら
れ
る
大
正
五
年
か
ら
昭
和
六
年
に
至
た
る
、
天
津
・
上
海
両
港
に
お
け
る
骨
-ii
品
直
接
外
国
輸
出
高
総
計
。
【e
】
は
、
大
正
末
年
・
昭
和
元
年
（一
九
二
五
）
か
ら
同
十
五
年
（一
九
四
〇
）
に
至
る
中
国
全
体
に
お
け
る
骨
重
品
直
接
外
国
輸
出
高
。
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次
に
表
1-0
l
2
の
各
項
日
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
【f
】
は
、
昭
和
二
年
か
ら
同
六
年
に
至
る
天
津
に
お
け
る
輸
移
出
高
（
含
再
輸
出
）
。
〔
こ
れ
は
、
【a
】
の
当
該
年
度
分
と
一
致
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
七
七
東
北
学
院
大
学
論
集
人
間
・
言
語
・
情
報
第
m
号
す
る
が
、
【a
】
に
欠
け
て
い
る
昭
和
六
年
分
を
補
う
〕
七
八
【9
】
は
、
同
前
期
間
の
上
海
に
お
け
る
輸
移
出
高
（合
再
輸
出
）
。
【h
】
は
、
前
項
【f
】
と
【9
】
と
の
和
で
得
ら
れ
る
同
前
期
間
の
天
津
・
上
海
両
港
輸
移
出
高
総
計
。
〔
商
1
1
の
【e
】
及
び
表
S
l
2
の
【f
】
と
【9
】
は
、
全
て
「支
那
（中
準
民
国
、
中
華
民
国
及
満
洲
国
）
外
国
貿
易
統
計
表
」
に
よ
る
〕
次
に
以
上
の
各
項
目
に
基
づ
き
分
析
を
加
え
て
い
く
。
先
ず
、
昭
和
二
年
～
同
六
年
に
か
け
て
、
【c
】
即
ち
上
海
の
外
国
輸
出
高
を
、
【9
】
即
ち
同
港
の
輸
移
出
高
と
比
較
し
て
み
る
と
、
【9
】
が
ご
く
わ
ず
か
に
【c
】
を
上
回
る
も
の
の
、
両
者
の
数
値
が
殆
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
海
の
輸
移
出
高
の
殆
ど
全
て
を
占
め
て
い
た
の
が
外
国
向
け
の
直
接
輸
出
高
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
港
は
殆
ど
外
国
向
け
輸
出
専
門
港
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
【9
】
か
ら
【c
】
を
引
い
た
分
が
、
移
出
分
に
す
ぎ
な
い
）
因
に
、
天
津
は
【a
一の
輸
移
出
高
と
【・D
】
の
輸
出
高
と
を
比
べ
て
み
る
と
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
内
向
け
の
移
出
港
と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
移
出
が
圧
倒
的
割
合
を
占
め
て
い
た
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
は
も
と
よ
り
、
後
年
に
い
た
る
ま
で
基
本
的
に
変
化
し
て
い
な
い
（
後
述
）
。
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次
に
、
昭
和
元
年
か
ら
同
六
年
に
か
け
て
、
【d
】
即
ち
天
津
・
上
海
両
港
の
直
接
外
国
輸
出
高
総
計
と
、
【e
】
即
ち
中
国
全
体
の
直
接
外
国
輸
出
高
と
を
比
較
す
る
と
、
【e
】
が
わ
ず
か
に
【d
】
を
上
回
る
も
の
の
、
両
者
の
数
値
に
大
差
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
中
国
全
土
に
お
け
る
外
国
向
け
直
接
輸
出
高
の
殆
ど
を
し
め
て
い
た
の
が
、
天
津
・
上
海
の
両
港
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、
骨
-li
品
の
外
国
輸
出
は
、
天
津
・
上
海
両
港
に
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（従
つ
て
、
【e
】
か
ら
【d
】
を
引
い
た
差
額
が
、
天
津
・
上
海
両
港
以
外
の
外
国
輸
出
高
の
総
計
と
な
る
）
以
上
の
分
析
に
よ
り
、
大
正
五
年
か
ら
同
十
四
年
に
お
け
る
中
国
全
体
の
直
接
外
国
輸
出
高
は
、
天
津
・
上
海
両
港
の
直
接
輸
出
高
の
和
で
あ
る
【d
】
と
大
差
な
い
も
の
と
推
測
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
【e
】
を
加
え
れ
ば
、
大
正
五
年
か
ら
昭
和
十
五
年
に
至
る
直
接
輸
出
高
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
同
前
期
間
に
お
け
る
中
国
全
体
の
輸
移
出
高
-
、
ほ
ぼ
天
津
の
輸
移
出
高
と
上
海
の
直
接
外
国
輸
出
高
と
の
和
、
即
ち
【a
】十
【c
】
で
窺
え
よ
う
し
、
そ
れ
に
続
く
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
六
年
に
か
け
て
の
同
移
輸
出
高
は
、
【h
】
即
ち
天
津
・
上
海
両
港
の
輸
移
出
高
の
和
で
ほ
ぼ
推
測
さ
れ
よ
う
。
以
下
で
は
、
更
に
詳
し
く
天
津
・
上
海
両
港
の
輸
出
状
況
を
分
析
す
る
。
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【天
津
】
先
に
示
し
た
【a
】
、
【b
】
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
四
年
に
至
る
七
年
間
で
、
同
港
の
輸
移
出
高
総
計
は
二
一
〇
万
両
ほ
ど
、
年
平
均
で
三
〇
万
両
ほ
ど
と
な
る
が
、
こ
れ
に
対
し
直
接
輸
出
高
総
計
は
二
八
万
五
千
両
余
り
、
年
平
均
で
四
万
両
賀
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
七
九
次
に
大
正
五
年
か
ら
同
九
年
に
至
る
五
年
間
で
は
、
輸
移
出
高
総
計
一
一
六
万
両
ほ
ど
、
年
平
均
二
三
万
両
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
直
接
輸
出
高
総
計
は
三
四
万
三
千
両
、
年
平
均
六
万
八
千
両
余
り
、
輸
移
出
に
対
す
る
直
接
輸
出
の
割
合
は
二
九
・
五
%
に
増
加
し
て
い
る
。
'
更
に
大
正
十
年
か
ら
昭
和
六
年
に
至
る
一
一
年
間
で
は
、
輸
移
出
高
総
計
四
四
五
万
両
、
年
平
均
四
〇
万
両
余
り
、
こ
れ
に
対
し
て
直
接
輸
出
高
総
計
は
二
八
七
万
両
弱
、
年
平
均
:ーハ
万
両
で
、
輸
移
出
に
対
す
る
直
接
輸
出
の
割
合
は
六
四
・
五
%
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
で
改
め
て
上
記
三
期
間
の
年
平
均
額
を
比
較
し
て
み
る
と
、
輸
移
出
高
で
は
、
明
治
四
十
二
年
～
大
正
四
年
が
三
〇
万
両
で
、
次
の
大
正
五
年
～
九
年
の
二
三
万
両
よ
り
む
し
ろ
高
く
、
大
正
十
年
～
昭
和
六
年
の
四
〇
万
両
余
に
比
し
て
も
際
立
つ
た
差
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
六
年
に
至
る
二
一 :
年
間
の
物
価
上
昇
分
等
を
考
慮
す
る
と
、
か
え
っ
て
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
至
る
絶
対
額
の
大
き
さ
が
注
意
さ
れ
る
し
、
特
に
大
正
二
年
即
ち
辛
亥
革
命
翌
年
の
五
三
万
両
が
突
出
し
て
い
る
の
が
日
を
引
く
。
次
に
直
接
輸
出
高
で
み
る
と
、
明
治
四
十
二
年
～
大
正
四
年
ま
で
四
万
両
と
低
く
、
輸
移
出
に
対
す
る
割
合
も
一
三
・
六
%
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
大
正
五
年
～
九
年
で
六
万
八
千
両
余
と
な
っ
て
前
期
間
の
一
・
七
倍
に
增
え
、
輸
移
出
に
対
す
る
割
合
も
二
九
・
五
%
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
大
正
十
年
～
昭
和
六
年
で
は
、
:ーハ
万
両
と
な
り
、
大
正
五
年
～
九
年
に
比
し
て
も
三
・
八
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り
と
な
り
、
輸
移
出
に
対
す
る
直
接
輸
出
の
割
合
は
一
三
・
六
%
に
止
ま
っ
て
い
る
。
八
〇
倍
に
增
え
、
輸
移
出
に
対
す
る
割
合
も
六
四
・
五
%
に
ま
で
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
。
即
ち
、
天
津
は
、
明
治
末
よ
り
昭
和
初
期
に
至
る
期
問
、
年
次
毎
の
輸
移
出
高
で
み
る
と
、
著
し
い
增
加
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
当
初
直
接
輸
出
高
自
体
も
、
そ
の
輸
移
出
に
し
め
る
割
合
も
と
も
に
極
く
低
か
っ
た
が
、
徐
々
に
そ
の
比
率
を
高
め
て
ゆ
き
、
こ
と
に
大
正
十
年
以
後
は
額
・
割
合
と
も
急
激
に
上
昇
し
た
、
と
い
え
る
。
っ
ま
り
、
天
津
は
、
当
初
圧
倒
的
に
移
出
中
心
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
輸
出
中
心
に
重
心
が
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
17
〔
各
国
別
輸
出
〕
．
さ
て
以
下
で
は
、
次
頁
に
掲
げ
る
表
0El
）によ
り
、
天
津
の
各
国
別
輸
出
高
を
検
討
す
る
。
買
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
表(ロ) 天津の骨iff品各国別輸出
(単位:海関両)
年度/国別 英国 独国 仏国 米国 日本
明治42年 3.204 l,492 8,583
43 3,401 l l .083
44 102 24,392
45/大正元 46 1,406 52,755
2 73 11 49596
3 276 678 42.061
4 52.851
5 2,849 161.737
6 19,963 65,165
7 307 24.894
8 1,3l4 16.940
9 21,899 16.148
10 1.692 126818 578
11 16,440 12,290 1,658 29,535 36.081
12 28,85l 4.475 1,748 55,349 52.093
13 20,117 146.197 8,059 l7,123 17.913
14 45.895 8.618 6.299 21,997 50.614
15/昭和元 115.688 12,74l 15,157 37,237 88.813
2 43.325 68,906 34.230 68.898 74,305
3 41,670 73.394 5l,023 138 .24l 115.188
4 43.020 50,841 60,617 142.506 142,242
5 10.546 20.173 21,194 83.406 1l0,161
6 7.440 23.295 30,054 142,276 74,144
7
8
(」,111li屋常元) 49.828 17.707 28.528 132,885 80,775
9 65,055 1,917 37,548 148,040 71,374
10 139,497 12,357 67,633 234,049 39,995
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表
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
二
年
か
ら
大
正
八
年
ま
で
、
輸
出
の
絶
対
額
こ
そ
低
い
も
の
の
、
直
接
外
国
輸
出
額
に
占
め
る
日
本
の
割
合
は
、
七
〇
%
台
～
九
〇
%
台
を
維
持
し
て
ぉ
り
、
こ
の
間
日
本
は
天
津
に
お
け
る
骨
-if
輸
出
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
、と
い
え
る
。
そ
れ
が
大
正
九
年
、
十
年
位
に
、
米
国
向
け
の
輸
出
の
割
合
が
急
激
に
高
ま
っ
た
の
を
契
機
に
し
て
、
同
国
に
対
す
る
輸
出
は
、
大
正
十
三
、
十
四
、
十
五
年
に
や
や
低
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
後
は
日
本
に
拮
抗
す
る
か
、
徐
々
に
日
本
を
か
な
り
大
幅
に
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
直
接
翰
出
高
の
絶
対
額
が
急
激
に
上
昇
し
た
大
正
十
年
前
後
を
境
に
し
て
、
そ
れ
以
前
は
日
本
向
け
輸
出
が
圧
倒
的
大
部
分
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
は
米
国
向
け
輸
出
が
急
激
に
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
っ
い
に
は
日
本
を
凌
無
し
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
後
表
一一（二
一
頁
上
）
に
よ
り
、
大
正
五
年
か
ら
昭
和
六
年
に
至
る
各
国
別
輸
出
高
の
総
計
で
み
る
と
、
日
本
は
一
〇
五
万
両
ほ
ど
で
、
こ
の
間
の
直
接
輸
出
高
の
総
計
三
二
一
万
両
に
対
字
る
割
合
が
三
二
・
六
%
と
な
っ
て
第
一
位
、
次
い
で
米
国
が
九
一
万
両
で
二
八
・
三
%
、
以
下
、
独
国
一
三
・
一
%
、
英
国
一
一
・
七
%
、
仏
国
七
・
二
%
の
順
で
あ
る
。
こ
の
五
カ
国
総
計
が
二
九
八
万
両
で
、
直
接
輸
出
総
計
に
し
め
る
割
合
も
九
三
%
に
達
し
、
圧
倒
的
な
数
字
と
な
る
。
即
ち
、
天
津
に
お
け
る
骨
一重
品
輸
出
は
、
右
五
カ
国
で
ほ
と
ん
ど
占
め
ら
れ
、
特
に
日
本
と
米
国
が
突
出
し
た
比
率
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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【上
海
】
上
海
で
は
、
大
正
七
年
を
除
く
と
、
大
正
五
年
か
ら
同
十
一
年
ま
で
ほ
ぼ
横
這
い
で
、
概
ね
四
〇
万
両
を
中
心
に
推
移
し
、
同
十
二
年
よ
り
增
加
に
転
じ
、
ピ
ー
ク
時
の
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
三
年
に
か
け
て
は
一
一
〇
万
台
と
な
り
、
ほ
ぼ
当
初
の
二
・
五
倍
に
增
加
し
て
い
る
。
上
海
の
特
色
は
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
何
と
い
っ
て
も
殆
ど
直
接
輸
出
が
占
め
て
い
た
こ
と
で
、
む
し
ろ
当
初
移
入
港
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
天
津
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
大
正
五
年
か
ら
昭
和
六
年
の
期
間
で
見
る
と
、
左
表
-n
に
よ
り
、
上
海
の
直
接
輸
出
高
総
計
は
、
一
、
一
五
〇
万
両
に
達
し
、
天
津
の
同
総
計
三
二
〇
万
両
の
実
に
三
・
六
倍
ほ
ど
、
同
港
の
輸
移
出
高
総
計
五
六
一
万
両
に
比
べ
て
も
、
ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
骨
重
品
の
直
接
輸
出
に
関
し
て
は
、
上
海
こ
そ
が
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
20 -
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こ
こ
で
、
次
頁
に
掲
げ
る
表
い
に
よ
り
、
上
海
の
各
国
別
輸
出
高
を
み
て
お
く
。
實
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
八
五
表t::11 天津 ・上海の骨置品各国別輸出総計
(単位:海関両)
大正5年̃昭和6年 天津 上海 計
全輸移出総計 5,615.605
全外国輸出総計 3,212,078 11,508,062 14,720,140
(以下5ヵ国別内訳)
日本 1.047,016 270,886 1.317,902
米国 909,718 7.228,467 8,138.185
英国 (大正10̃) 374,684 l , l 0 5.944. l,480,628
仏国 (大正11̃) 230,039 1,117,152 l,347,191
独 国 (  ″ ) 420,930 239,171 660,101
五ヵ国総計 2,982,387 9,961.620 12.944.007
表0l 上海の骨重品各国別輸出
(単位:海関両)
年度/国別 英国 独国 仏国 米国 日本
大正5年 12,950 l 0.88l 434.555 45351
6 8.331 3,161 379,376 28.267
7 735 2.786 42,317 12,861
8 93.467 82.469 210,360 13084
9 127,754 12.497 57.539 327,765 15283
10 72,172 945 46,983 177,l12 22842
11 66,322 2,766 22,920 325. l35 11,061
12 700,008 5,523 69,945 478,497 8,301
13
14
73.650 16,949 69,432 692,176 2,346
93,257 26.578 94.322 580,112 15272
l5/昭和元 89,720 7,984 132.506 778,325 16.330
2 87,339 84,557 91,626 742.407 16,831
3 108,656 36,798 165,507 629,9l8 19,293
4 80.323 18,751 106,236 570,014 11173
5 66.109 16,326 69.342 462,314 20,583
6 54 .651 9 .497 91,497 398,084 12,008
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こ
の
表
い
と
表
一目
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
上
海
に
お
い
て
、
圧
倒
的
シ
ェ
ア
を
占
め
た
の
が
米
国
向
け
の
輸
出
で
あ
っ
た
。即
ち
、
大
正
五
年
か
ら
昭
和
六
年
で
み
る
と
、
こ
の
間
の
米
国
向
け
輸
出
高
総
計
は
、
実
に
七
二
三
万
両
弱
で
全
体
の
六
三
%
を
占
め
、
二
位
の
仏
国
一
一
〇
万
両
ほ
ど
、
九
・
七
%
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
三
位
は
英
国
で
九
・
六
%
、
因
に
日
本
は
二
七
万
両
、
二
・
四
%
、
独
国
は
二
四
万
両
、
二
・
一
%
で
あ
る
が
、
日
本
の
そ
の
額
は
天
津
港
の
そ
れ
の
二
五
%
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
向
け
の
骨
一重
品
輸
出
の
主
要
な
基
地
は
天
津
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
ぉ
前
記
五
カ
国
総
計
で
九
九
六
万
両
、
上
海
港
全
直
接
輸
出
総
計
の
八
七
%
を
占
め
て
い
る
。
さ
て
最
後
に
、
表
-
に
よ
り
、
同
右
期
間
中
の
天
津
と
上
海
の
直
接
輸
出
総
計
は
、
一
、
四
七
二
万
両
と
な
る
が
、
こ
の
う
ち
米
国
が
八
一
四
万
両
で
全
体
の
五
五
%
と
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
、
日
本
・
仏
国
・
英
国
は
、
一
三
〇
万
両
か
ら
一
四
〇
万
両
で
そ
れ
ぞ
れ
九
%
～
一
〇
%
で
ほ
ぼ
並
ん
で
い
る
。
因
に
、
独
国
を
加
え
た
主
要
五
カ
国
の
総
計
で
一
、
二
九
四
万
両
と
な
り
、
全
総
計
の
八
八
%
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
期
間
を
例
に
と
る
と
、
前
記
主
要
五
カ
国
が
、
中
国
文
物
の
輸
出
を
ほ
ぼ
独
占
し
、
と
り
わ
け
て
米
国
が
そ
の
過
半
を
占
め
断
然
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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お
わ
り
に
・
以
上
の
検
討
に
よ
り
、
明
治
末
期
よ
り
昭
和
十
年
代
中
葉
に
至
る
、
中
国
文
物
の
流
出
状
況
が
、
数
量
的
に
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。そ
の
結
果
、
こ
の
間
の
年
次
毎
の
貿
易
量
の
推
移
と
文
物
の
流
入
先
お
よ
び
そ
の
量
が
こ
こ
に
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
王
朝
体
制
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
中
国
文
物
は
、
皮
肉
に
も
清
朝
と
言
う
よ
り
王
朝
体
制
そ
の
も
の
を
崩
壊
へ
と
導
い
た
近
代
列
強
の
国
々
、
英
・
独
・
仏
・
日
・
米
の
主
要
五
カ
国
に
殆
ど
流
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
り
ゎ
け
て
米
国
に
そ
の
過
半
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
う
し
た
統
計
上
の
数
字
が
、ど
の
程
度
に
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、一
般
的
に
い
っ
て
も
疑
間
で
あ
る
し
、ま
し
て
税
関
上
実
際
の
取
り
引
き
額
が
極
め
て
反
映
し
に
く
い
骨
董
品
の
場
合
は
な
ぉ
さ
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
不
正
は
常
態
化
し
（20
）
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
で
検
討
し
た
数
字
は
、
そ
の
精
度
の
点
で
は
当
然
保
留
付
き
の
も
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
文
物
の
各
国
別
流
入
の
概
況
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
か
な
り
正
確
に
実
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
数
字
の
精
度
を
追
究
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
数
字
の
示
す
全
体
の
傾
向
、
そ
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
基
本
的
事
実
関
係
を
見
い
出
せ
ば
、
さ
し
あ
た
り
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
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資
料
に
み
る
文
物
流
出
八
九
便
宜
で
あ
る
。
（6
）
楊
仁
一置
前
掲
書
、
P
五
三
～
P
五
四
、
参
照
。
（7
）
荘
厳
著
、
筒
井
茂
徳
・
松
村
茂
樹
訳
「過
老
が
語
る
故
宮
一一物
院
」
（
二
玄
社
一
九
八
五
年
）
「六
故
宮
の
文
物
の
箱
詰
め
と
南
方
へ
の
迎
搬
」
P
一
九
二
、
参
照
。
（8
）
「取
蔵
文
物
の
総
点
検
に
っ
い
て
」
（「日
本
語
版
故
宮
文
物
」創
刊
号
、
一
九
九
三
年
）参
照
。
尚
、
同
博
物
院
所
蔵
主
要
番
画
類
の
概
要
は
、
現
在
刊
行
中
の
「故
宮
書
画
図
録
」
（台
北
故
宮
）で
-a
う
こ
と
が
で
き
る
。
因
に
、
現
北
京
故
富
所
蔵
一一一-;画
類
の
概
要
は
、
こ
れ
も
現
在
刊
行
中
の
「中
国
古
代
就
一画
目
録
」
第
二
冊
（文
物
出
版
社
）、
及
び
「中
国
古
代
書
画
図
目
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（9
）
劉
北
．-l9
「故
宮
一
搶
桑
」
（
南
粤
出
版
社
・
北
京
故
宮
博
物
院
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
「接
管
古
物
陳
列
所
」
に
よ
る
と
、
古
物
陳
列
所
蔵
品
の
う
ち
、
南
遷
さ
れ
た
も
の
一
一
一
、
五
四
九
点
、
北
京
に
留
め
ら
れ
た
も
の
八
八
、
二
〇
二
点
と
い
う
。
（10
）
呉
哲
夫
「故
宮
宋
版
-!
之
旅
」
（国
立
故
宮
博
物
院
「故
宮
文
物
月
刊
」
三
一
民
国
七
四
年
）
P
八
七
に
故
富
的
栄
版
-l
、
經
-E
位
選
帝
有
一一-測
的
一
偸
盗
、
存
在
的
爲
酸
已
極
爲
有
限
、
以
後
從
天
識
一球
一規一
的
殘
餘
並
各
宮
殿
的
收
-lf
、
加
上
内
関
大
1i!-
的
七
種
殘
巻
一
起
計
算
、
只
有
六
十
九
種
而
已
。
と
あ
る
。
（1l
）
薄
儀
前
掲
-l!
「内
部
衝
突
」
に
古
版
書
一約
方
面
、
乾
清
宮
西
昭
仁
殿
的
全
部
宋
版
明
版
書
的
珍
本
、
都
被
我
們
速
運
走
了
。
運
出
的
證
大
約
有
…
…
二
百
種
上
下
的
宋
版
番
。
と
あ
り
、
ま
た
一消
室
普
後
委
員
会
が
皆
屬
琳
環
秘
一
期
、
繰
-ta
構
品
、
天
識
番
日
所
-9
a一插三
編
所
收
、
押
其
精
華
、
大
都
移
理
富
外
と
し
た
の
に
対
し
て
、
「通
是
一
點
不
錯
的
」
と
管
定
し
て
い
る
。
（12
）（
13
）
一那
旦
間
「論
官
-m
一
、
從
故
宮
的
收
藏
説
起
」
（
「陶
瓷
一一録
」
（故
富
-lf
刊
甲
種
之
二
十
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
民
国
七
〇
年
）所
収
）
参
照
。
ま
た
「故
宮
瓷
器
録
」第
一
輯
宋
元
、
第
二
轉
明
（甲
～
丁
）
（
故
宮
所
蔵
宋
元
明
磁
器
の
一
件
ご
と
の
詳
細
な
日
録
）を
参
照
。
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当
時
中
国
か
ら
古
美
術
品
を
買
つ
て
国
外
に
出
す
場
合
、
仕
入
れ
に
来
た
外
人
も
日
本
人
も
皆
一
様
に
荷
造
り
し
た
品
を
天
津
に
通
び
、
こ
こ
で
出
国
の
た
め
税
関
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
品
物
を
鑑
定
し
て
評
価
す
る
の
が
元
骨
-lf
商
だ
っ
た
到
と
い
う
男
で
、
天
津
の
税
関
に
雇
わ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
税
金
は
英
国
の
担
保
に
入
つ
て
い
た
た
め
英
国
人
の
立
合
い
の
下
で
検
査
は
行
わ
れ
一 _ - - _ _ _
20 1918  17 16 15 14
尚
、
「国
之
重
宝
ー
（故
富
博
物
院
）
「-li
介
」
に
よ
れ
ば
、
故
宮
所
蔵
清
朝
一n
-
一
斑
'
彩
磁
は
、
四
五
〇
点
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
前
引
劉
北
．lE
の
同
著
「一一P一管
古
物
陳
列
所
」に
よ
れ
ば
、
熱
河
行
宮
及
び
各
園
林
の
陳
列
品
一
九
四
九
箱
、
一
一
七
、
七
〇
〇
余
点
、
盛
京
故
宮
の
古
物
一
二
〇
一
箱
、
一
一
四
、
六
〇
〇
余
点
が
、
古
物
陳
列
所
に
移
管
さ
れ
た
と
い
う
。
同
報
告
は
、
「故
宮
-lm
刊
之
一
」と
し
て
、
民
国
一
四
年
三
月
一
日
に
「第
一
編
第
一
冊
乾
清
宮
」が
刊
行
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
続
刊
さ
れ
た
。
因
に
、
同
報
告
は
、
各
宮
段
毎
に
所
在
す
る
文
物
を
精
査
・
記
録
し
た
も
の
で
、
薄
儀
退
出
時
に
お
け
る
紫
禁
城
の
文
物
配
置
状
況
を
親
う
こ
と
が
で
き
る
。
'
前
引
劉
北
．lE
の
同
著
「-lf
地
之
争
」に
よ
る
と
、
南
通
文
物
の
内
訳
は
、
故
富
文
物
一
三
、
四
二
七
箱
、
古
物
陳
列
所
ほ
か
六
〇
六
六
箱
と
い
う
o
天
津
商
工
会
識
所
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
記
録
「在
外
邦
人
商
業
（
商
工
）
会
議
所
関
係
雑
件
天
津
商
工
会
識
所
」
（
外
務
省
外
交
資
料
館
所
蔵
）
が
あ
り
、
ま
た
詳
細
は
幸
野
保
典
、
木
村
健
二
「一
九
二
〇
年
代
天
津
日
本
人
商
業
会
識
所
の
分
析
」
（
「千
一
薬
史
学
」第
一
一
号
一
九
八
七
年
）
で
知
ら
れ
る
。
外
務
省
記
録
「支
那
二
於
ケ
ル
本
邦
人
発
展
及
状
況
雑
件
（
別
冊
）
在
支
本
邦
人
企
業
及
貿
易
調
査
ノ
件
」
第
六
巻
、
所
収
。
上
海
商
工
会
識
所
に
っ
い
て
も
、
同
前
「在
外
邦
人
商
業
（
商
工
）
会
識
所
関
係
雑
件
上
海
商
工
会
識
所
」
を
参
照
。
因
に
同
資
料
所
収
の
昭
和
九
年
十
二
月
の
上
海
日
本
総
領
事
館
の
報
告
は
、
同
会
識
所
の
沿
革
・
組
線
機
構
を
記
す
ば
か
り
で
な
く
、
会
員
名
薄
・
定
款
等
を
添
付
し
、
更
に
会
計
事
務
細
則
並
二
給
与
規
定
を
も
含
ん
で
い
て
、
同
会
識
所
の
概
要
を
知
る
の
に
便
宜
で
あ
る
。
広
田
松
繁
「世
界
の
a
日
一一M一
通
歴
」
（朝
日
新
聞
社
昭
和
四
十
二
年
）
、
「税
更
・
劉
の
話
」に
、
当
時
の
税
関
と
一一一一一m一商
と
の
不
正
方
法
に
つ
い
て
の
具
体
的
且
つ
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
裏
面
史
を
語
る
費
;l-
な
回
想
の
為
、
あ
え
て
長
文
を
引
用
す
る
。
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〇
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
美
術
品
を
一
番
多
く
国
外
に
出
荷
し
て
い
た
の
は
山
中
商
会
で
、
そ
の
他
大
小
の
業
者
が
た
く
さ
ん
居
り
ま
し
た
が
、
何
れ
も
税
率
は
品
物
の
価
格
に
対
し
て
三
割
五
分
の
税
金
が
か
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。然
し
、
ま
と
も
な
評
価
を
さ
れ
て
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
一整
定
人
の
割
を
買
収
し
て
、
実
際
よ
り
も
半
額
か
三
分
の
一
に
値
ぶ
み
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、
荷
物
は
十
個
の
う
ち
二
個
ぐ
ら
い
し
か
開
け
ま
せ
ん
か
ら
、
原
価
の
安
い
ガ
ラ
ク
夕
の
入
つ
た
荷
が
当
れ
ば
、
そ
の
評
価
を
標
準
に
し
て
他
の
荷
物
も
課
税
さ
れ
る
の
で
、
予
め
荷
物
の
箱
に
番
号
を
付
け
て
お
い
て
劉
に
賄
賂
を
贈
り
、
当
日
開
く
箱
の
番
号
を
教
え
て
ぉ
く
の
で
あ
り
ま
す
。こ
の
割
と
連
絡
し
て
賄
賂
を
届
け
て
く
れ
る
の
が
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
主
人
で
し
た
が
、こ
れ
ま
た
相
当
な
手
数
料
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
私
に
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。二
千
円
で
北
京
で
仕
入
れ
た
自
fE
の
香
炉
を
通
関
さ
せ
る
時
、
前
の
晩
に
宿
の
主
人
に
頼
ん
で
割
に
金
を
届
け
て
ぉ
い
た
と
こ
ろ
、
翌
日
到
は
、
検
査
の
時
こ
の
香
炉
を
見
て
真
面
日
な
顔
を
し
て
英
国
の
役
人
に
、
「チ
ャ
カ
ポ
ー
リ
I
シ
ア
ン
ル
I
イ
ー
パ
イ
ュ
ワ
ン
」
（
こ
れ
は
硝
子
の
ネ
リ
モ
ノ
で
値
は
百
円
）
と
云
う
の
で
す
。
早
速
、
昨
夜
の
ク
ス
リ
が
効
い
た
な
と
思
う
と
、
私
は
可
笑
し
さ
を
こ
ら
え
る
の
に
骨
が
折
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
一員
日
ま
で
の
荷
物
な
ら
鉄
道
便
で
送
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
私
は
北
京
で
買
つ
た
品
で
破
損
し
て
も
修
-l9
の
き
く
も
の
」
-
三
彩
や
土
偶
の
類
は
よ
く
大
き
な
曲
物
に
入
れ
て
北
京
駅
か
ら
発
送
し
ま
し
た
。・・
:
:
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日
本
で
は
輸
入
の
税
率
は
内
容
品
の
価
格
の
十
割
で
し
た
が
、
こ
れ
は
当
方
で
書
き
出
す
の
で
す
か
ら
何
と
で
も
な
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
北
京
と
天
津
の
間
の
鉄
適
は
英
国
の
担
保
に
入
つ
て
い
た
の
で
、
鉄
適
便
の
料
金
は
全
部
英
国
の
も
の
に
な
る
の
で
、
中
国
人
が
働
く
意
欲
を
な
く
し
賄
賂
や
チ
ッ
プ
で
稼
ご
う
と
し
た
の
も
無
理
の
な
い
こ
と
で
し
た
。
貿
易
資
料
に
み
る
文
物
流
出
九
因
に
、
広
田
は
、
大
正
中
期
よ
り
仕
入
れ
の
た
め
中
国
に
通
い
は
じ
め
て
い
る
。
前
文
の
よ
う
な
事
態
は
、
全
て
十
分
に
あ
り
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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